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NO.451 2018年２月１日

●組合員　20,670人
●出資金　425,252千円

●１人平均出資金額　20,573円
〒670-0832 姫路市双葉町10番地

☎079-285-3398

姫路医療生協現勢
（2017年12月31日現在）

宝積禅寺宝積禅寺（揖保川町）
◀
御
本
尊
の
十
一
面
観
音
（
た
つ
の
市
指
定
文
化
財
）

文
化
財
）

　

宝
積
禅
寺
に
は
揖
保
川
町
金
剛

山
の
龍
隆
寺
に
護
持
さ
れ
て
い
た

多
く
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
龍
隆
寺
が
無
任
と
な
り
建
物

の
老
朽
化
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

２
０
１
４
年
に
宝
積
禅
寺
に
移
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
の
十
二

神
将
は
、
薬
師
如
来
及
び
薬
師
経

を
信
仰
す
る
者
を
守
護
す
る
と
さ

れ
る
十
二
体
の
武
神
で
、
市
内
で

も
珍
し
く
、
完
全
に
揃
っ
た
江
戸

時
代
の
作
品
と
言
わ
れ
、
鮮
や
か

な
色
彩
も
残
っ
て
い
ま
す
。

※ 

仏
像
の
見
学
は
事
前
に
寺
院
へ

の
連
絡
が
必
要
で
す
。

宝
積
禅
寺

☎
０
７
９
１
―
72
―
３
３
８
９

（
取
材　

あ
ぼ
し
診
療
所

 

　

森
山
昌
光
）

　

宝ほ
う
し
ゃ
く
ぜ
ん
じ

積
禅
寺
は
奈
良
時
代
に
行
基

が
建
て
た
と
さ
れ
、
室
町
時
代
に

嘉か

吉き
つ

の
乱
（
１
４
４
１
〜
１
４
４

４
）
で
一
度
焼
失
し
ま
し
た
が
、

明
暦
３
（
１
６
５
７
）
年
に
盤ば

ん

珪け
い

国
師
が
再
建
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

宝
積
禅
寺
は
江
戸
時
代
ま
で
は

長
福
寺
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
徳
川
八
代
将
軍
吉
宗
の
子
の

幼
名
が
長
福
丸
と
な
り
、
そ
の
名

を
憚
は
ば
か

っ
て
、
当
時
寺
院
に
あ
っ
た

宝
積
坊
に
因
ん
で
『
宝
積
禅
寺
』

に
改
名
し
ま
し
た
。

　

御
本
尊
の
十
一
面
観
音
は
平
安

時
代
後
期
の
作
と
言
わ
れ
、
同
時

期
製
作
の
薬
師
如
来
立
像
・
釈
迦

如
来
立
像
が
両
脇
に
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。（
こ
の
２
体
は
県
指
定

▲江戸時代に作られた石橋

▲迫力ある十二神将像
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随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
に

よ
る
訪
問
看
護
（
介
護
保
険
）
の

併
用
が
可
能
で
、
一
日
複
数
回
の

訪
問
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

入
所
施
設
や
小
規
模
多
機
能
ホ

ー
ム
へ
の
訪
問
も
可
能 

（
医
療
的

処
置
が
必
要
な
病
状
の
場
合
）。

地
域
の
医
療
機
関
、
介
護
事
業
所

と
幅
広
く
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

姫
路
医
療
生
協
に
は
７
か
所
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。
看
護
師
の
ほ
か
、
理
学
療

法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士

に
よ
る
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

姫
路
医
療
生
協
の
訪
問
看
護
サ

ー
ビ
ス
は
医
療
と
介
護
の
両
方
の

視
点
を
も
っ
て
、
利
用
者
様
の
療

養
生
活
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
私
達
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

士
、
歯
科
等
）
と
も
連
携
し
、
医

療
と
介
護
の
架
け
橋
と
し
て
訪
問

看
護
師
が
活
躍
し
ま
す
。

　

癌
な
ど
の
終
末
期
を
ご
自
宅
で

過
ご
さ
れ
る
方
、
認
知
症
に
よ
る

周
辺
症
状
が
あ
る
方
な
ど
、
ご
本

人
に
対
す
る
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、

自
宅
で
の
介
護
に
大
き
な
不
安
を

抱
え
て
い
る
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
い
ま
す
。
姫
路
医
療
生
協
の

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
ご
利
用

者
様
の
生
活
全
体
を
支
え
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

家
に
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す

　

入
院
か
ら
在
宅
へ
移
行
す
る
た

め
に
は
、
退
院
直
後
の
病
状
が
不

安
定
な
時
期
を
ど
う
乗
り
越
え
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
主
治
医
の

特
別
指
示
書
に
基
づ
く
訪
問
看
護

（
医
療
保
険
）
と
、
定
期
巡
回
・

　

訪
問
看
護
師
は
、
定
期
的
に
訪

問
し
、
ご
利
用
者
様
の
病
気
・
薬

・
身
体
の
状
態
を
把
握
し
、
適
切

な
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。
早
期
に
異

変
に
気
づ
い
て
病
気
の
悪
化
を
防

い
だ
り
、
緊
急
時
の
対
応
を
行
い

ま
す
。
主
治
医
や
他
の
専
門
職

（
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
リ
ハ
ビ
リ
、
薬
剤
師
、
栄
養

　

今
月
号
の
「
ひ
め
じ
」
に
、

『
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を

生
か
す
全
国
統
一
署
名
』
ハ
ガ
キ

を
折
込
み
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
改
憲
へ
の
動
き
が
急
速
に

加
速
す
る
中
、
姫
路
医
療
生
協
も

平
和
憲
法
で
あ
る
憲
法
９
条
を
守

る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

切
手
は
不
要
で
す
。
こ
の
運
動

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
是

非
ご
署
名
い
た
だ
き
ご
返
信
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

日
本
を
戦
争
す
る
国
に
し
な
い

た
め
に
も
、
子
や
孫
に
戦
争
の
な

い
世
界
を
継
い
で
い
く
た
め
に

も
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訪
問
看
護
師
の
役
割

　

高
齢
者
に
は
何
ら
か
の
疾
患

　

団
塊
の
世
代
全
員
が
75
歳
と
な

り
、
５
人
に
一
人
が
75
歳
以
上
、

３
人
に
一
人
が
65
歳
以
上
と
い
う

超
高
齢
社
会
ま
で
あ
と
７
年
（
２

０
２
５
年
）。「
病
院
か
ら
在
宅

へ
」
の
流
れ
は
必
然
と
な
り
、
在

宅
で
最
期
を
迎
え
る
人
も
増
え
る

と
想
定
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
、

在
宅
療
養
を
支
え
る
訪
問
看
護
サ

ー
ビ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

る
の
が
訪
問
看
護
師
の

役
割
で
す
。

▶
皆
様
の
在
宅
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
　

つ
な
が
る
看
護　
　
　

「
在
宅
」24
時
間
を
支
え
る

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
統
括
責
任
者　

森　

啓
子

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

健康づくり委員会

健康づくりフェア2018
「フレイルチェックで

いきいき高齢期」
日時：2018年３月17日（土）
　　　14：00～ （終了16：30頃）
場所：姫路労働会館３階
　　　多目的ホール
講師：木村　忠勝氏
　　　 共立病院リハビリテーション

統括責任者

申込み締切　３月10日（土）

お電話またはファックスでお申込み下さい。
組合員サービス部　電話 079-285-3399　fax 079-285-3406

参加費
無料！

注） 軽い運動を行いますので、動きやすい服装、
靴でお越しください。

訂
正
と
お
詫
び　

１
月
号
８
・
９
面
『
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
２
０

１
７
』
記
事
で
字
句
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
誤
）
内
海
青
湖
↓（
正
）
内
海
青
潮　

訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

がん、ひとり暮らし…
でも、自宅で死にたい

　がん終末期の高齢女性。近所の家族は仕事
で介護は難しい。ご本人は施設ではなく最期
まで愛着のある自宅で暮らしたいと願われ
…。複数のサービスの連携でサポートするこ
とに。
　訪問診療と、24時間対応の訪問看護の他、
各種介護サービスが関わり、病状管理と疼痛
コントロール、服薬介助、食事工夫、口腔ケ
ア、排泄ケア、リハビリ、福祉用具の工夫を
ご本人の意向に沿って行いました。
　穏やかで安定した状態で、ご自宅で最期ま
で過ごされました。

訪問看護ステーション共立ひめじ
☎079-285-3411（姫路市双葉町２） 
訪問看護ステーション別所
☎079-253-1135（別所２－179－１）
訪問看護ステーションあぼし
☎079-271-3705（垣内本町553－20）
訪問看護ステーションなだ
☎079-246-7233（継202－１） 
訪問看護ステーション花北 
☎079-263-9201（砥堀630） 
訪問看護ステーションてがら
☎079-243-3256（飯田472－１）
訪問看護ステーション香寺
☎079-265-1722（中仁野261－７）

訪問看護師・リハビリ職員募集
　姫路医療生協で一緒に働いていただけ
る方を募集しています。ご紹介のご連絡
もお待ちしています。
連絡先　
姫路医療生協　訪問看護ステーションなだ

☎ 079-246-7233　　　　担当　森

見
を
し
て
も
ら
う
任
意
後
見
制

度
、
家
庭
裁
判
所
に
申
請
し
て
後

見
人
を
決
め
て
も
ら
う
法
定
後
見

制
度
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、

そ
の
違
い
や
注
意
点
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
に
関
す
る
難
し
い
内
容
を

弁
護
士
の
視
点
と
経
験
に
基
づ
い

て
楽
し
く
分
か
り
易
く
説
明
さ

れ
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
も
一
つ

一
つ
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
角
田
弁
護
士

は
、「
信
頼
で
き
る
家
族
等
が
い

れ
ば
成
年
後
見
制
度
等
は
必
ず
し

も
利
用
す
る
必
要
は
な
い
が
、
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
知
っ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
財
産
に
つ

い
て
子
か
ら
親
に
尋
ね
る
こ
と
は

し
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
親
の
方

か
ら
話
し
て
お
く
か
、
い
ざ
と
い

う
時
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
わ
か
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も
高
齢
期

の
準
備
の
一
つ
で
す
」
と
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
新
春
講
演
会
が
１

月
19
日
（
金
）
の
午
後
、
姫
路
キ

ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
元
漫
才
師
の
経
歴

を
持
ち
、
テ
レ
ビ
等
で
も
活
躍
中

の
角
田
龍
平
弁
護
士
に
「
高
齢
期

を
安
全
に
暮
ら
す
・
支
え
る　

そ

の
た
め
に
！
」
と
題
し
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

角
田
弁
護
士
は
、
悪
徳

商
法
の
事
例
と
撃
退
法
に

つ
い
て
笑
い
を
交
え
な
が

ら
紹
介
し
た
後
、
判
断
能

力
が
衰
え
る
こ
と
は
高
齢

に
な
れ
ば
仕
方
の
な
い
こ

と
で
あ
り
、
事
前
に
自
身

の
財
産
管
理
に
つ
い
て
考

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
方

法
と
し
て
、
判
断
力
が
あ

る
う
ち
か
ら
財
産
管
理
の

援
助
や
亡
く
な
っ
た
後
の

事
務
ま
で
頼
ん
で
お
く
こ

と
の
で
き
る
財
産
管
理
契

約
の
方
法
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
よ
く
耳

に
す
る
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
は
、
判
断
能

力
が
不
十
分
に
な
っ
た

時
に
、
あ
ら
か
じ
め
自

分
で
選
ん
だ
人
物
に
後

高齢期の財産管理を知って、
安心して暮らせる準備を

姫路医療生活協同組合
2018新春講演会

を
抱
え
通
院
し
、
薬
を
服
用
し
な

が
ら
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
方

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
病
気
が
悪

化
し
自
立
が
困
難
な
状
態
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
自
分
ら
し

く
生
き
た
い
。
そ
の
願
い
を
支
え

事例 ある利用者様の願い



力
を
合
わ
せ
て

力
を
合
わ
せ
て

  

地
域
に
ア
ピ
ー
ル

地
域
に
ア
ピ
ー
ル

初
笑
い
で
組
合
員
の
絆
深
め
る

初
笑
い
で
組
合
員
の
絆
深
め
る

初
笑
い
で
組
合
員
の
絆
深
め
る

初
笑
い
で
組
合
員
の
絆
深
め
る
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八八は
っ
は
っ

朔朔さ
く
さ
く

ピ
ー
ル
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
け

ピ
ー
ル
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
け

で
煮
る

⑤ 

ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
に
④
を

広
げ
乾
か
す
（
早
く
乾
か
し

た
い
時
は
オ
ー
ブ
ン
で
）

⑥ 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
湯
せ
ん
で

溶
か
し
、
⑤
を
く
ぐ
ら
せ
て

ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
に
の
せ

て
乾
か
す

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
花
北

２
月
21
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
15
時　

参
加
費　

100
円

場
所　

花
の
北
市
民
広
場　

第
６
会
議
室

100
縁
カ
フ
ェ（
英
賀
・
津
田
支
部
）

３
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
11
時
45
分　

参
加
費　

100
円

場
所　

環
境
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 

（
姫
路
市
飾
磨
区
今
在
家
４
丁
目
30
）

原
発
な
く
せ
姫
路
医
療
生
協
の
会
署
名
宣
伝
行
動

３
月
16
日
（
金
）
14
時
〜
15
時

場
所　

山
電
姫
路
駅
前
（
雨
天
時
：
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
ピ
オ
レ
前
）

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
２
０
１
８

「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
い
き
い
き
高
齢
期
」

３
月
17
日
（
土
）
14
時
〜 　
※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

場
所　

姫
路
労
働
会
館
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

※
２
面
に
詳
細
広
告

第
50
回
「
お
茶
し
ま
せ
ん
か
？
」

３
月
17
日
（
土
）
14
時
〜
16
時　

参
加
費　

200
円

場
所　

増
位
公
民
館　

第
２
研
修
室

お
問
合
せ　

花
北
・
す
ず
か
ぜ
城
北
香
寺
事
業
利
用
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
079
―
284
―
６
８
６
５

サ
ー
ク
ル 

て
く
て
く
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３
月
９
日
（
金
）
参
加
費
６
０
０
０
円　

石
見
銀
山
の
反
映
が
見
え
る
山
間
の
昔
町
…
石
見
銀
山
の
集
積
地
中

継
地
・
石
州
街
道
の
宿
場
町
「
上
下
町
」
を
訪
ね
ま
す
（
広
島
）

会
員
申
込　

２
月
20
日
ま
で
に
葉
書
で
姫
路
市
宮
上
町
１
―
59
―
２

野
村
千
恵
子
宛
へ
☎
090
―
８
２
０
１
―
７
６
８
８

行
事
案
内

関
心
が
あ
る
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

お問合せ
☎079-285-3399
（組合員
 サービス部）

▲事業展開を語る黒岩専務

▲参加者で会場はいっぱいに

▲建設は順調にすすんでいます

▲旭陽南支部のハンドベル

▲会場の盛り上がりも最高潮！

花
田
支
部

材
料

•
八
朔
（
皮
）

•
水

•
砂
糖

※ 

右
の
材
料
は
同
じ
分
量
ず
つ

お
好
み
の
量
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

•
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

①
八
朔
を
よ
く
洗
っ
て
お
く

② 

皮
を
む
い
て
白
い
わ
た
の
部

分
を
削
ぎ
取
り
細
く
切
る

③ 

②
の
皮
を
水
（
分
量
外
）
か

ら
茹
で
、
湯
を
捨
て
る
。
こ

れ
を
３
回
ほ
ど
繰
り
返
す

④ 

鍋
に
皮
と
水
、
砂
糖
を
入

れ
、
煮
立
っ
た
ら
弱
火
で
汁

気
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
ま

時間　PM2:00～4:00
場所　共立病院相談室
 （共立病院の薬局前）
協力　 姫路総合法律事務所
　　　（弁護士）

２月15日（木）
３月15日（木）
４月19日（木）

※ 要予約　相談希望の
方は、下記へお申し
込みください
　姫路医療生協本部
 ☎(079)285-3398

無料法律無料法律
なんでも相談なんでも相談

毎月第３
木曜日

健康野菜

８：00 ～ 10：00
共立病院正面玄関

２月６日（火）
　　13日（火）
　　20日（火）
　　27日（火）

ひまわり市ひまわり市

第
２
回
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
野
里
訪
問
行
動

〜
あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク「
新
春
の
つ
ど
い
」開
催
〜

　

12
月
10
日
（
日
）
に
、『
小
規

模
多
機
能
ホ
ー
ム
野
里
つ
く
る

会
』
が
第
２
回
目
の
訪
問
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
組
合
員
・

職
員
合
わ
せ
て
67
名
が
参
加
し
827

軒
を
訪
問
。
そ
の
内
、
直
接
お
話

さ
せ
て
頂
け
た
の
は
335
軒
で
し

た
。（
対
話
率
41
％
）

　

今
回
の
訪
問
行
動
で
は
、
野
里

地
域
の
訪
問
と
隣
接
す
る
城
東
町

方
面
の
訪
問
を
行
い
、
広
く
建
設

を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
や
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
と
の
連
携
も
強
化

す
る
こ
と
。
太
子
町
で
も
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
の
開
設
に
臨
み
た

い
と
の
お
話
に
、
医
療
も
介
護
も

在
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
網
干

地
域
の
各
事
業
所
長
か
ら
も
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
御
津
支
部 

上
田
支

部
長
司
会
で
、
組
合
員
の
か
く
し

芸
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
は
余
部
支
部
主
体
の
傘

　

１
月
14
日
（
日
）
午
後
、
網
干

市
民
セ
ン
タ
ー
で
あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ

ク
の
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
新

春
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
130
名
を
超
え
る
参
加
者
で

大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

第
一
部
は
広
畑
・
八
幡
支
部
浅

見
支
部
長
司
会
で
、
福
居
副
理
事

長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
黒
岩
専
務

理
事
よ
り
今
後
の
網
干
地
域
で
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
ぼ
し
診
療
所
で
は
４

月
か
ら
常
勤
医
師
２
名
体
制
が
始

ま
り
、
た
つ
の
市
・
太
子
町
へ
の

訪
問
診
療
を
拡
大
し
、
定
期
巡
回

し
た
。

　

訪
問
先
で
は
、
大
変
寒
い
日
で

し
た
が
、
外
ま
で
出
て
き
て
お
話

を
し
て
く
だ
さ
る
方
や
「
近
く
に

で
き
る
こ
と
は
心
強
い
」「
ぜ
ひ

利
用
し
た
い
」
と
新
事
業
所
へ
の

期
待
の
声
も
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
募
集
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
訪
問
は
、
２
人
ペ
ア
に
な

っ
て
行
う
の
で
す
が
、
参
加
し
た

職
員
か
ら
は
「
異
な
る

職
種
の
人
と
一
緒
に
訪

問
を
す
る
こ
と
で
職
種

間
の
交
流
も
生
ま
れ
、

こ
れ
か
ら
よ
り
密
に
連

携
が
取
れ
ま
す
」
と
の

感
想
も
聞
こ
え
ま
し

た
。

　

『
小
規
模
多
機
能
ホ

ー
ム
野
里
』
の
建
設
は

順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
目
前
の

３
月
18
日
（
日
）
に
も

う
一
度
訪
問
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
組
合
員
・

職
員
が
力
を
合
わ
せ
、

踊
り
。
衣
装
も
決
ま
り
、
会
場
か

ら
手
拍
子
も
入
っ
て
華
や
か
な
芸

で
し
た
。
旭
陽
南
支
部
は
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
。
き
れ
い
な
ベ
ル
の
音

色
に
心
も
和
み
ま
し
た
。
最
後
は

太
子
支
部
主
体
の
石い
わ
海み

ほ
が
ら
か

隊
。
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
の
曲
に
合

わ
せ
た
リ
ズ
ム
体
操
で
は
、
大
き

な
手
拍
子
と
笑
い
声
に
会
場
が
一

体
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
絆
も
深
ま
り
、
素
晴

ら
し
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し

た
。 

（
常
任
理
事　

川
井　

隆
）

地
域
に
根
ざ
し
た
姫
路
医
療
生
協

の
事
業
所
と
な
れ
る
よ
う
に
、
お

知
ら
せ
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
利
用
の
ご
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
等
は
、
介
護
事
業
部

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
の
ご
相
談
等
は
、

　

介
護
事
業
部

　

☎
079
―
285
―
３
５
４
５

支部・　支部・　
ブロックブロック
通信通信



　 自分は知っている 自分は気付いていない

他
人
は　
　

知
っ
て
い
る

「開放の窓」
自分も他人も　
知っている自己

「盲点の窓」
自分は気が付いて
いないが、他人は
知っている自己　

他
人
は
気
付

い
て
い
な
い

「秘密の窓」
自分は知っている
が、他人は気付い
ていない自己　　

「未知の窓」
誰からも知られ
ていない自己　

No.451　2018年２月１日　（６）（７）

　

健
康
講
座
・
介
護
・
認
知
症

な
ど
毎
月
の
記
事
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
も
の

取
り
入
れ
な
が
ら
日
々
暮
ら
し

て
お
り
ま
す
。
非
常
に
役
立
ち

ま
す
。

（
中
元
智
恵
子
さ
ん（
69
）た
つ
の
市
）

　

60
歳
の
手
習
い
と
言
い
ま
す

が
、
遅
ま
き
な
が
ら
70
歳
を
過

ぎ
て
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
に
魅
せ

ら
れ
健
康
維
持
の
た
め
に
と
ハ

ッ
ス
ル
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

の
孫
に
「
ば
ぁ
ば
の
意
外
な
一

面
見
た
。
笑
顔
の
ド
レ
ス
姿
で

踊
る
ば
ぁ
ば
は
素
敵
」
と
絶
賛

さ
れ
て
、
気
恥
ず
か
し
い
で
す

が
嬉
し
い
で
す
。

（
村
瀬 

澄
子
さ
ん（
72
）
砥
堀
）

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
記
事

に
つ
い
て
興
味
深
く
読
ま
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
母
が
歯
の
調
子

が
悪
く
、
舌
ま
で
痛
め
て
柔
ら

か
い
物
中
心
に
食
べ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
良
く
な

い
と
の
事
。「
一
度
、
共
立
歯

科
の
先
生
に
診
て
頂
い
た

ら
？
」
と
家
で
話
が
弾
み
ま
し

た
。

（
岡
野
常
美
さ
ん（
53
）書
写
台
）

　

親
世
代
の
入
院
の
話
を
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
健
康
が
何
よ
り
で
す
が
、

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
今
こ
の
時
、
普
通
の
暮

ら
し
を
少
し
で
も
笑
っ
て
過
ご

せ
る
よ
う
努
力
し
な
く
ち
ゃ
と

思
い
ま
す
。

（
柳
田
由
美
子
さ
ん（
39
）野
里
新
町
）

　

毎
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

お
便
り
を
読
ん
だ
り
し
て
元
気

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
楽
し
み
楽
し
み
。

（
和
三
さ
と
江
さ
ん（
91
）勝
原
区
）

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
７
城
下
町
龍
野
を
ぶ
ら

り
」、
何
回
訪
れ
て
も
素
敵
な

街
、
龍
野
生
ま
れ
の
私
に
と
っ

て
は
。
三
木
露
風
の
母
「
碧
川

か
た
」
の
生
涯
は
興
味
深
い
で

す
。

（
安
井
喜
美
子
さ
ん 

豊
富
町
）

答 A B C D E Ｆ

㉕
本
命
で
な
い
人
に
も
贈
る

㉖
く
ら
い
。
身
分
。
立
場

①
東
京
…
…
ツ
リ
ー

②
小
野
妹
子
の
使
命

③
２
０
１
７
年
の
干
支

④
…
…
の
国
の
ア
リ
ス

⑤
…
…
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ

⑥
煙
で
い
ぶ
し
た
食
品

⑨
弱
腰
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑪
徳
川
光
圀
の
別
名
は
…
…
黄
門

⑭
入
学
…
…
。
面
接
…
…

⑮
連
休
に
に
ぎ
わ
う

⑯
二
月
の
異
称

⑱
西
洋
式
の
部
屋

⑲
巣
か
ら
ヒ
ナ
が
離
れ
ま
す

㉑
地
中
に
う
め
た
爆
薬

㉓
火
中
の
…
…
を
拾
う

㉔
…
、
現
在
、
未
来

【
応
募
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
て

ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
正

解
の
方
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た

の
身
近
な
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
の
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
、
年
齢
を
ご
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
読
者
の
た
よ
り
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
応
募
先
】

〒
６
７
０
｜
０
８
３
２

姫
路
市
双
葉
町
10

姫
路
医
療
生
協
編
集
部

締
め
切
り
は
２
月
28
日
で
す
。

12
月
号
の
答
え
と
当
選
者

　

正
解
は

　

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

今
回
は
92
通
の
応
募
で
し
た
。

　

以
下
の
10
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

藤
原　
　

妙
さ
ん（
八
代
東
光
寺
町

）

丸
尾　

一
美
さ
ん（
太
子
町
）

清
水　

静
子
さ
ん（
た
つ
の
市
）

林
田　

利
枝
さ
ん（
上
大
野
）

中
村
真
理
子
さ
ん（
花
田
町
）

新
玉　
　

毅
さ
ん（
別
所
町
）

宮
田　

澄
子
さ
ん（
飾
磨
区
）

井
上
千
津
子
さ
ん（
夢
前
町
）

曽
谷　

節
子
さ
ん（
保　

城
）

藤
井
な
お
み
さ
ん（
飯　

田
）

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
、
な
に
？

① 

ロ
ー
ラ
ー
…
。
…
リ

ン
ク

④ 

納
得
で
き
ず
…
…
を

申
し
立
て
る

⑦
三
…
…
四
温

⑧ 

暦
の
上
で
は
こ
の
日

か
ら
春
の
始
ま
り

⑩
映
画
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
に
登

場
。
ト
レ
ビ
の
…
…

⑫
専
門
以
外
に
で
き
る
技
能

⑬
可
愛
く
て
大
切
な
子
ど
も

⑮
…
…
は
思
案
の
ほ
か

⑯
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
…
道

⑰
土
俵
入
り
の
…
…
ま
わ
し

⑲
一
…
…
先
は
闇

⑳
衣
服
の
裏
に
使
わ
れ
る
布

㉒
砂
漠
の
乗
物

㉔
秋
田
県
横
手
地
方
で
有
名

２
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
７
９
―
４
５
１

健康健康
講座講座

読
者
の
た
よ
り

武た
け

田だ　

俊し
ゅ
ん

也や

さ
ん

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

つ
ど
い

職
場
の
ホ
ー
プ
君

職
場
の
ホ
ー
プ
君

★★★★

★★★★

26
…

居宅介護支援事業所　統括責任者　杉岡　眞由美

　

人
間
は
日
常
生
活
の
中
で
様

々
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま

す
。
寒
冷
、
雑
音
、
病
気
、
精

神
的
緊
張
な
ど
様
々
な
刺
激

（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）を
受
け
、
そ

れ
に
よ
り
歪
ん
だ
状
態
が
ス
ト

レ
ス
で
す
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手

に
向
き
合
う
に
は
、
ま
ず
自
己

覚
知
（
自
分
自
身
が
自
分
の
こ

と
を
知
る
こ
と
）
か
ら
始
め
ま

す
。『
ジ
ョ
ハ
リ
の
窓
』
に
自
分

の
性
格
な
ど
を
書
き
出
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
勇
気
は
要
り
ま
す

が
周
囲
の
人
に
聞
い
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

人
に
よ
っ
て
価
値
観
が
違
う

た
め
刺

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
激
の
受
け
止
め
方
も
変

わ
り
ま
す
。
自
分
の
性
格
や
時

々
の
状
況
で
ス
ト
レ
ス
の
対
処

法
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
次
の
よ

う
な
対
処
法
が
あ
り
ま
す
。

① 

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
か
ら
逃
げ

る
。

② 

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
戦
う
。

③ 

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
無
視
す

る
。

④ 

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
友
達
に
な

る
。

⑤ 

嫌
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
好
ま

し
い
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
変
化

さ
せ
る
。　

　

⑤
の
手
法
の
一
つ
に
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
（
否
定
的
）
な
言
葉
や

態
度
の
中
に
隠
れ
て
い
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
（
肯
定
的
）
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
見
つ
け
る
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

言
葉
は
、
脳
神
経
の
ド
ー
パ
ミ

ン
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
放
出
す
る

月
曜
日　

お
ね
し
ょ
（
夜
尿
症
）
と
子
ど
も
の
自
立

火
曜
日　

歯
ぎ
し
り

水
曜
日　

妊
娠
と
痔

木
曜
日　

味
が
変
だ
、
味
が
わ
か
ら
な
い

金
土
日　

 

か
か
り
つ
け
薬
局
・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
を
決

め
よ
う

※
12
日
（
月
）
は
、
金
土
日
の
テ
ー
マ
を
放
送

▲『ジョハリの窓』で自己覚知しましょう

　

私
は
、
現
在
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

つ
ど
い
で
介
護
福
祉
士
を
し
て
い

ま
す
。

　

出
身
は
明
石
市
で
す
。
入
職
か

ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
姫
路
市
の
地
理
に
慣
れ
ず
悪

戦
苦
闘
の
日
々
で
す
。

　

介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
私
自
身

が
幼
少
時
代
か
ら
親
戚
も
含
め
近

所
の
高
齢
者
の
方
々
に
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
、
高
齢
者
に
関
わ
る

仕
事
が
し
た
い
と
思
い
福
祉
の
道

を
選
び
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
４
年
間
、
介
護
福
祉

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
入
職
し

て
か
ら
の
目
標
で
も
あ
る
『
失
敗

を
恐
れ
ず
に
、
利
用
者
様
が
楽
し

く
、
そ
し
て
個
性
も
大
切
に
し
て

い
け
る
介
護
』
を
目
指
し
て
、
業

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ストレスとどう
向き合いますか

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
声
に

出
し
て
言
う
こ
と
で
、
そ

の
言
葉
を
あ
な
た
の
脳
は

し
っ
か
り
受
け
止
め
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
更
に

活
力
が
出
て
元
気
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

特
に
効
果
的
な
言
葉
は

「
あ
り
が
と
う
。
大
好
き

な
私
」
な
ど
自
分
自
身
を

誉
め
る
言
葉
で
す
。
自
分

自
身
を
大
好
き
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
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絵
と
言
葉
に

絵
と
言
葉
に

  

思
い
を
の
せ
て

思
い
を
の
せ
て

あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク　

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

納
得
の
笑
顔
。

　
「
外
観
線
を
描
く
時
は
、枝
や
花

の
特
徴
を
つ
か
み
、
力
強
さ
や
イ

キ
イ
キ
感
を
出
し
、
丁
寧
に
ゆ
っ

く
り
と
。
色
付
け
は
薄
め
の
色
か

ら
濃
い
目
の
色
へ
素
早
く
描
く
こ

と
が
大
事
で
す
」
と
田
中
先
生
。

喜
び
が
励
み
に

喜
び
が
励
み
に

　

今
回
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん

は
、「
絵
を
描
く
の
も
難
し
い

が
、
添
え
る
言
葉
に
は
も
っ
と
苦

労
す
る
」「
新
聞
や
本
で
い
い
言

葉
が
あ
れ
ば
メ
モ
し
て
お
く
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
生
徒
さ
ん
は
「
友

人
に
年
賀
状
を
絵
手
紙
で
送
る

と
、『
あ
な
た
の
賀
状
が
届
く
と

嬉
し
く
、
毎
年
楽
し
み
で
待
ち
遠

し
い
』
と
言
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と

上
手
く
な
り
た
い
。
頑
張
ろ
う
と

励
み
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
語

ら
れ
ま
し
た
。

ホ
ッ
と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

ホ
ッ
と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

　

教
室
が
終
わ
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

に
な
る
と
、
皆
さ
ん
緊
張
か
ら
解

か
れ
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
教
室

に
溢
れ
、
取
材
に
伺
っ
た
私
も
心

が
和
み
ま
し
た
。

　

初
心
者
教
室
に
は
、
姫
路
医
療

生
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
赤

穂
か
ら
通
わ
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
是

非
、絵
手
紙
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

一
度
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
を
見
学
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
取
材　

常
任
理
事

 

川
井　

隆
）

気
が
張
り
詰
め
、
８
名
の
生
徒
さ

ん
は
無
言
で
、
真
剣
な
表
情
で
絵

筆
を
握
っ
て
ハ
ガ
キ
と
に
ら
め
っ

こ
。

　

机
上
に
は
数
種
類
の
初
春
の
花

木
が
置
か
れ
、
各
人
好
き
な
花
木

を
モ
デ
ル
に
選
び
、
ハ
ガ
キ
に
外

観
を
青
墨
で
線
描
き
。
顔
彩
で
色

付
け
し
て
、
ひ
と
こ
と
言
葉
を
添

え
て
出
来
上
が
り
で
す
。

　

モ
デ
ル
を
選
ぶ
と
10
分
以
上
、

右
に
左
に
斜
め
に
と
、
モ
デ
ル
の

向
き
を
変
え
な
が
ら
構
図
を
決
め

外
観
線
を
描
き

始
め
ま
す
。
生

徒
さ
ん
か
ら
質

問
が
あ
る
と
、

田
中
先
生
は
一

人
ひ
と
り
丁
寧

に
指
導
さ
れ
、

「
な
る
ほ
ど
」

「
ホ
ン
ト
。
構

図
が
良
く
な
っ

た
」「
花
の
色

が
良
く
な
っ

た
」
と
皆
さ
ん

ー
ク
ル
は
平
成
16
年
に
結
成
。
網

干
支
部
の
田
中
理
事
が
講
師
と
な

り
、
初
心
者
向
け
と
ベ
テ
ラ
ン
向

け
の
教
室
に
分
か
れ
て
、
月

２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
ベ
テ
ラ
ン
向
け
教
室

に
伺
い
ま
し
た
。

　

教
室
に
お
邪
魔
す
る
と
空

丁
寧
で
熱
心
な
指
導

丁
寧
で
熱
心
な
指
導

　

あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク
の
絵
手
紙
サ

　

最
近
で
は
手
書
き
の
便
り
を
書
く
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
暖
か
み
の
あ
る
手
書
き
文
字
と
絵
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
絵
手
紙
。
今
回
は
、
あ
ぼ
し
診
療
所
の
多
目
的
教
室

で
開
催
さ
れ
て
い
る
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の
教
室
に
伺
い
ま
し
た
。

▲完成した作品とともにパチリ

▲毎月の班会の作品をあぼし診療所の
玄関に飾っています　　　　　　

▲真剣な表情で筆を走らせます

▲熱心に指導する田中先生




